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Recognition of Students Learning Childcare for the Support to Infants 




























































































































調査対象は，A 県 B 市 C 大学において保育士の取得を目指し，保育所実習の経験があり，先述した
ソーシャルワーク実践モデルの理論と方法を学んでいる 3 年生とした。合計 111 名からの質問紙調査
票が回収され，分析対象とした。 
調査項目には，回答者のプロフィールに関する学年・性別を付記した。分析対象者は，男性 5 名
（4.5％），女性 106 名（95.5％），計 111 名であった。 
 
2．調査期間と調査方法 

























各平均値の差について t 検定を行った。なお，統計処理には，IBM SPSS Statistics 22 を使用し
た。 
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項目                質問項目          自閉症児            健常児                                                                 
平 均                            平 均 標準偏差   平 均 標準偏差   t値 
１．苦手なことをできるようにする         3.82  .876        4.15    .606   3.956*** 
２．発達段階に応じた働きかけをする         4.06    .937    4.25  .694      1.786† 
３．自発的に一日の流れに沿って動く           3.77   1.035    3.68  .726       .708 
４．問題行動が起こった背景を探る           3.91    .890    4.01  .826      1.142 
５．興味・関心・得意なこと等の強さに気づく     4.22    .802    3.94  .762      3.177** 
６．適切な課題を設定する              4.23   .762    3.97  .732      2.955** 
７．課題の達成感を味わう               4.05    .851    4.09  .793       .398 
８．課題が達成できるようにスモールステップを示す 4.59    .564    4.14  .749      5.546*** 
９．示している行動に肯定的な意味づけをして伝える 3.77    .863    3.60  .778      1.819† 
10．反抗的態度をする幼児の気持ちを受容する    3.79    .821    3.81  .745       .257 
11．自己主張が苦手な幼児の気持ちを受容する     3.84    .837    3.91  .733      1.016 
12．良いところを伸ばしていく             4.40    .664    4.22  .652      2.443* 
13．情緒的に不安定な場合には安定させる       3.91    .869    3.77  .786      1.682† 
14．気持ちに寄り添う                 4.06    .812    4.06  .834       .000 
15．皆と一緒に遊べるようにする             3.31    .989    3.81  .869      4.932*** 
16．鬼ごっこ等集団でルールのある遊びをする     3.27    .953    3.86  .737      5.375*** 
17．他児とコミュニケーションをとれるようにする   3.44    .891    3.99  .745      5.651*** 
18．模倣行動を増やしていく                3.77    .805    3.68  .820       .928 
19．親との愛着を形成できるようにする          3.86    .872    4.00  .842      1.549 
20．人との関わりが苦手でも安心して過ごす         3.73    .972    3.65  .794       .838 
21．発達に合わせた保育室の環境を作る           4.17    .851    3.97  .847      2.172* 
22．地域住民との交流を深めていく              3.44    .931    3.70  .838      2.760** 
23．遊びを広げていく                   3.82    .765    3.98  .809      1.782† 
24．社会性を育成する                  3.81    .848    4.04  .617      2.548* 
25．感情をコントロールできるようにする        3.67    .898    3.86  .757      2.288* 
26．相手のことを考えることができるようにする    3.51    .913    4.14  .720      6.865*** 
27．個性に応じた働きかけをする           4.37    .631    4.07  .759      3.949*** 
28．保育者との信頼関係を築いていく                4.28    .703    4.28  .649       .000 














ケーションや交流を図り，社会性を高めていくことを主な内容とした項目であった。   
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